





令和３年度相模原市立産業会館事業計画書
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指定管理者　　　　公益財団法人相模原市産業振興財団


基 本 方 針
公益財団法人相模原市産業振興財団（以下「本財団」という。）は、地域経済の発展に寄与することを目的に設立され、相模原市の産業施策の担い手である産業支援機関として活動しています。
産業会館の管理運営事業は、相模原市の産業の振興に向け、本財団の公益目的事業の「地域経済の発展に寄与する事業」として位置付けて運営し、これまでの経験をもとに、公益財団法人である指定管理者としての責任意識を高く持ち、産業支援機関としての役割を十分に認識し、より利用者重視の施設運営を目指します。
更に制度の主旨をより活かした運営を行うため、既存サービスの見直しや新たな事業の導入を積極的におこない、利用率の向上と施設の長寿命化など、効果的・効率的な管理運営に取り組みます。
産業会館の設置目的は、「産業を振興し、及び市民の産業に対する理解を深める場を提供することにより、市内産業の健全な発展を図り、もって活気とにぎわいのある豊かな都市の創造に寄与すること」であります。
指定管理者事業の実施に当たりましては、今日まで本財団が相模原市の産業振興を図るために培ってきたノウハウを十分に活かし、産業会館の設置目的を踏まえて利用者の幅広いニーズに応え、成果指標である施設利用率を確実に達成するよう努めるとともに、利用者満足度の向上を図ります。
コロナ禍のなか、引き続き必要な設備などの充実を図り、日々の換気・消毒等の感染拡大防止の対応を続けることで利用者が安心して利用できる環境を提供します。
本財団は、設置の目的を実現するための運営方針を定め、産業会館の管理運営を行います。
【 運 営 方 針 】
	項　　　　　目
	内　　　　　　　　　　　　容

	利用者サービスの向上
	・安全、安心を最優先に、利用者間の公平性、平等性の実現に細心の注意を払い、利用者のニーズに沿った施策を実施

	危機・安全・衛生管理
	・項目別のマニュアルを策定し、事故等の事前・事後対策に対応

	利用者ニーズの把握と反映
	・各種モニタリングの活用とその結果の反映

	コンプライアンスの徹底
	・公益財団法人としての社会的責任を自覚し、関係法令等を遵守

	情報提供・広報の強化
	・産業会館の魅力の発信と事業の宣伝の強化

	地域・団体との連携
	・他の産業支援機関、大学、周辺公共施設等との連携

	効果的な維持管理
	・補修が必要な個所やその優先度を正確に判断し、経費や労力の負担を最小限に抑えた効率的な管理。品質の確保とコストの削減


Ⅰ　年間事業計画
相模原市における産業の振興を図るため、次のとおり様々な事業を実施していきます。
１ イベント・コンベンション等産業振興の利用促進事業
産業会館は通常のセミナー・会議等の利用に加え、多くの来館者が期待できる企業のイベント・コンベンション等産業振興の会場としての利用促進にも努め、会館の周知と利用者増につなげます。
（1） パッケージ利用区分を設けた施設運営
施設利用区分について、各種イベント・コンベンションが効果的かつ円滑に開催できるよう引き続き、施設の全館利用やホールと複数施設の同時利用、施設の利用状況に応じた「パッケージ料金制度」等を実施し、さらに、パッケージの料金などの検討を進めます。
（２）本財団の特性・ネットワークを活かした産業会館の利用案内
本財団の「産業あるある情報」に登録している企業等や相模原商工会議所の会員に向けて制度を紹介する新しい利用促進パンフレットを配布するなどの利用案内を行い、イベント・コンベンション等での利用を促します。 
（2） サポートサービスの斡旋
イベント・コンベンションの開催にあたり、利用者の相談等に丁寧に対応し、ケータリング業者等が必要な場合に備えた市内業者一覧表を更新するとともに、主催者等が必要とするその他のサービスを検討します。

２　市民の文化活動の促進事業
産業会館を利用した市民の文化活動の利用を促進します。
企業のイベント・コンベンション利用と同様に、幼稚園・保育園の演芸会・発表会、音楽教室・舞踏教室の発表会等の会場としてホール一般利用に係わる事業の周知や利用料金のパッケージ化を継続していきます。

３　ＯＡ研修室活用事業
　　産業会館の施設であるＯＡ研修室を活用して、産業振興・人材育成を図る場を提供します。
（1） パソコン入門無料体験講座
一般を対象とし、入門から基礎、応用、資格取得対策など、幅広いニーズに対応したものとし、受講者に対しカウンセリングを行い、受講者それぞれに見合ったプログラムを紹介します。
（2） プログラミング入門・プレプログラミング無料体験講座 
小学校３年生以上と幼稚園年中から小学校２年生を対象とし、タイピングの練習をはじめ、プログラミングの基本を学び、興味を持続させることができるよう、段階に応じて実施します。
（３）市内中小企業人材向けＯＡセミナー（産業会館自主事業） 新規事業
財団の企業訪問を通じて把握した社員に不足するスキル、企業の必要とするスキルを向上させる内容の講座を実施します。

４　産業会館利用促進事業
　　利用促進パンフレットを改定し、稼働率が低い施設の利用促進として、定期的利用者に対し利用料金の割引制度、パッケージ料金制度を紹介し、様々な機会を通じて配布することで利用の促進・稼働率の向上を図ります。
また、館内に季節感あふれるディスプレイを行い産業会館の賑わいの演出や「産業会館まつり」等イベントを開催するなど、産業会館への来館を通じて、施設の内容を認知してもらう取組を進めます。
　
５　相模原市や他の産業支援機関等と連携した事業
相模原市の産業の振興に向けた新たな事業（市内中小企業人材向けＯＡセミナー等産業会館自主事業）に取り組むとともに、ロボットなどをテーマとして産業会館まつりを開催し、さがみ産業ロボット特区に属する相模原市等と連携して事業を行います。
また、相模原市トライアル発注認定製品の紹介として、パンフレット等を会館施設内に配架するとともに、１階ロビーの壁面に紹介シートを掲示することで、来館者に周知を図り、認定製品の販路の開拓及び拡大を支援します
　　
６　産業会館を利用する事業
本財団が実施する事業のうち、産業会館を利用して行うことで、会館と本財団の相乗効果が高まる事業を、次のとおり実施します。
（１） ものづくり事業総合支援事業
（２） 事業承継支援事業
（３） 国際化支援事業
（４） 創業・起業総合支援事業
（５） 女性の創業支援事業
（６） コミュニティビジネス推進事業
このように多様な事業を産業会館で実施することで、産業会館の活性化や利用の促進を図るとともに、産業会館から産業振興の情報を発信し、産業会館を「市の産業の情報と活動の拠点施設」に相応しい施設にします。

Ⅱ　産業会館管理運営業務　
１　利用サービス水準の確保及び向上
施設のイメージを大切にするため、全ての職員が利用者に対して常に「おもてなしの心」で接し、最少経費で最大効果を挙げることを意識し、公正な運営と差別や偏見を排除するなど公共の集客施設に求められる高い認識を持って業務にあたります。
（1） 利用料金支払いの利便性の向上
　　　　　　令和元年度にインターネット予約を導入し、利用者の利便性を高め、利用者間の公平性、平等性に配慮した利用承認を行っています。利用申請（お支払い）では、口座振込での申請は原則遠方の利用者としておりましたが、今年度からどなたでも口座振込を選択することを可能とします。
（2） 利用承認の申請期間と休館日の設定
1 利用の申請期間については、多目的ホールは前日まで、他の施設は当日までの申請を可能とします。また、利用申請の受付時間については、条例で定めている午前９時から午後５時までを、１時間延長し、午後６時までとしています。
（3） 利用料金（資料２）
利用料金については、改正された相模原市立産業会館条例及び同施行規則に定める基本利用料金等を基準として設定します。　
（4） 施設及び事業の広報・宣伝
施設へのアクセスをはじめ、施設の特徴や機能、実施事業、利用方法等を幅広く市民に周知又は宣伝のため、パッケージ料金、施設設備を紹介する利用促進パンフレットを改定し、配布するとともに、産業会館ホームページのより効果的な運用、本財団のメールマガジンなどインターネットを利用した配信、訪問企業への情報提供等など広く情報発信を行います。

（5） 情報の共有化
管理運営業務を順調に進めるために定期的に会議を開催し、連絡事項や予定の確認、引き継ぎ等を行い、職員間の情報の共有化を図ります。
また、「連絡・引継ぎノート」を活用し、日々の動きに沿った確認・連絡事項等についても各職員が閲覧・確認できるようにします。

２　施設等の維持管理
利用者が身近に感じ、利便性の良い、安全で安心して利用できる施設を目指して、次のとおり適切な管理運営を行います。
　　（１）　施設の機能の維持
①　適切で効果的な管理
施設の管理委託については、責任を持って適切に行い、委託業者との連絡調整を密に行います。補修が必要な箇所やその優先度を正確に判断し、最少の経費で最大効果が発揮されるよう効率的な管理と迅速な対応に努めます。
②　管理コストの削減
最大電力の適性管理に努めるなど省エネルギーやリサイクルなどの環境対策を推進することで、環境負荷の低減と管理コストの削減に積極的に取り組みます。
③　日常点検の徹底
設備面の点検については、点検結果の報告、報告結果の保存を義務付け、点検の精度を　高めます。緊急性の高いものについては迅速に対応して改善を図り、大規模な修繕など計画的な改善が必要となるものについては相模原市に報告し、十分な協議をします。
④　利用者の声の業務への反映
毎月又は年度の事業報告、市による実地調査並びに指定管理者自身によるアンケート調査の結果については、職員全員が共有し、必要な対応策を検討することにより、施設、設備に対する利用者の意見やニーズを業務改善に反映させます。
　　　⑤　市内事業者の活用
産業会館の管理運営業務の遂行に当たり業務を再委託する場合は、市内の業者が対応できる業務については、市内事業者を積極的に活用します。
（２）　毎日の巡回点検と迅速な対応体制
施設内の安全と秩序を維持するため、定時及び不定時に巡回し、設備等の点検をはじめ、利用者の状況、施設及び周辺の確認を行います。また、「巡回メモ」を活用して、的確かつ迅速に対応して問題を解決します。
　（３）　各種マニュアルの活用
施設管理、感染症対策（環境衛生管理）、危機管理、経理事務など、施設の管理運営に必要な業務について個別のマニュアルを更新し、これを遵守した業務を実施することで適正な業務執行を図ります。
また、マニュアルについては、新たな事案等実務に即対応できるよう逐次見直しを行い施設の管理運営業務に反映させます。
(４)　効果的な保守点検による安全性の確保
　毎日の巡回点検、定期的に行う各種設備の点検、補修等の保全措置によって、施設や設備の状態を常に把握することと、良好なメンテナンスを実施し、劣化の進行速度をできる限り抑え、設備の長寿命化と修繕・更新コストの削減を図ります。
法令等で定められた保守点検の回数・期間を遵守し、専門資格及び専門知識を要する業務については、専門事業者による保守点検を実施します。
また、点検等で指摘された不備等については迅速・確実に対応します。
なお、令和２年度から市の災害時の一時滞在施設に位置付けられたことでより重要性が増した自家発電設備について、平成３０年６月施行の法律改正により実施が義務付けられた設備の不具合を予防する保全策としての予防保全点検及び６年に１回の負荷運転検査を引き続き実施します。
（５） 環境に配慮した具体的な方策
①　館内照明のＬＥＤ化を推進
消費電力の削減や蛍光灯器具類の廃棄後の環境負荷の軽減のため館内照明のＬＥＤを推進します。
②　環境問題への総合的な対応を意識
相模原市環境方針の趣旨を踏まえて、環境への負荷を制限し、循環型社会を実現するため、各種環境対策に取り組みます。また、こうした財団の取組を業務委託先の事業者に対しては、業務委託契約書の中に、同環境方針の遵守を義務付けます。
③　地球温暖化対策の一環として「二酸化炭素排出量の削減」、「省資源、省エネルギーの推進」につながる適切な室温設定、節水やアイドリングストップをはじめ廃棄物の減量・再利用につながる、ごみの持ち帰りなど各種取組を実践します。
④　業務で使用する資材・備品等に関する対策
　　　　　・資機材　 　 ➩　  環境配慮製品、再生材の使用を奨励
　　　　　・事務書類　　➩　　再生紙を使用
　　　　　・薬剤　　　  ➩　　環境への影響が最小限となる製品を使用
⑤　職場環境に関する対策
・ごみ処理　  ➩   ごみ減量化のため「ごみ持ち帰り運動」を推進　
　　　　　　➩   ごみを分別して、資源化を推進
（６） 相模原市洗剤対策推進方針の遵守
①　市民の健康被害の防止や自然環境の保全のため、「相模原市洗剤対策推進方針」に則して、「石鹸の使用」「有機リン系の合成洗剤の不使用」「洗剤使用の減量化」などの取組を推進します。
②　洗剤使用に関する職員への教育・指導を充実するとともに、利用者の環境対策への理解を得ながら、取組を着実に実施します。
③　清掃等の委託事業者に対しても、相模原市洗剤対策推進方針を遵守するよう指導するとともに、適正な使用の指導を行います。

　３　モニタリング（利用者満足度・利用者ニーズの把握）
（１） アンケート調査とその結果の積極活用
①　利用者の特性やニーズをより的確に把握するためのアンケート調査を実施します。
②　調査項目を緻密にし、個人情報に留意しつつ、その結果を十分に分析し、よりきめ細かなサービス提供や運営を実現します。
③　アンケート用紙を窓口等に設置しておくだけでなく、利用者の聞き取り調査を行うなど、積極的な聴取と多くのサンプルを集めることに努めます。
（２）　　「ご意見箱」の設置
利用者がいつでも、気軽に要望等ができるように、施設内の見えやすい場所に「ご意見箱」（記入用紙と筆記用具を用意）を設置し、職員が毎日箱の中身のチェックを行います。
（３）　専用ホームページの活用
閲覧者からの質問や意見に対しては、産業会館ホームページの「お問合せフォーム」により２４時間受け付けます。
（４）　利用者の意見についての共有化と迅速な対応
利用者の声は、すぐに本財団内で共有化するとともに迅速に対応します。
すぐ実現できるもの、実現に時間や調整が必要なもの、実現が不可能なものなどを判断し、すぐに実現できるものは即座に対応し、調整が必要なものは、直ちに相模原市と協議の場を設け、実現に向けて努めます。
（５） 意見の聴取結果や反映についての「説明責任」の遂行(公開等)
投稿された意見等がどのように処理され、また、どのように反映されたかなど、意見聴取の「過程」や「結果」について、利用者への説明や情報公開を行う機会を設けます。

　４　施設の安全、衛生管理等の体制
（１） 災害（地震、火災等）発生時の連絡・対応
地震や火災等の災害が発生した場合は、地震発生時対応マニュアルや火災発生時対応マニュアルに基づき、冷静に適切に対応します。また、日常的な取り組みも強化します。
（２） 自衛消防隊の編成
火災を伴う緊急事態が発生した場合、職員一同が、消火活動をはじめ避難誘導など迅速かつ的確に対応ができるように、消防法に基づく消防計画書により自衛消防隊を編成します。
（３） 機械警備による監視
設備管理業務の一環として、中央監視室での館内のモニターによる監視及び機械警備業務を業務委託で行います。
（４） 日常の巡回による自主点検の徹底
不審者侵入等の万一の事態に備えて、施設設備等の点検を兼ねて定時及び不定時に、職員による施設内の巡回を実施します。
（５） 日常的な情報の収集
テレビ、ラジオ、インターネット等を通じて気象情報をチェックし、悪天候等の情報を迅速に入手して早めに必要な安全対策を講じます。
（６） 災害等への備え
医薬品等の救急資材、ヘルメット、メガホン等の避難誘導資材、懐中電灯・携帯ラジオ・乾電池・スコップ・ロープなどのその他の資材を会館に常備し、災害発生に対しての備えを徹底します。また、令和２年度から市の災害時の一時滞在施設にも位置付けられています。
（７） 防災のための訓練
消防法に基づき作成する消防計画書により、防災訓練を年２回実施します。
（８） 休館日または夜間等の連絡網の整備
休館日または夜間等に火災、停電、侵入等が発生した場合は、委託警備事業者から職員に連絡が入るようにします。その場合に備えて、情報が速やかに全職員に伝わるように、全職員及び関係機関への緊急連絡網を整備します。
（９） 新型コロナ感染拡大防止及び衛生管理
　　　 引き続き必要な設備などの充実を図り、会館職員と委託事業者が換気・消毒等の感染拡大防止の対応を続けることで利用者が安心して利用できる環境を提供します。また利用者に対しても感染防止情報の提供に努めます。
軽易な日常清掃等、職員で対応が可能な業務は、職員自らが実施し、コストの削減を図ります。定期清掃、害虫駆除などの業務の実施に当たっては、都道府県知事登録等を受けた事業者に委託し、確実に業務を履行します。

　５　人材育成
（１） 人材育成の考え方
サービスを提供するのは「人」であり、職員にとって「仕事への動機付け」と「労働意欲の向上」があって初めて、利用者に対して良いサービスが提供できると考えます。現場のニーズに合った効果的な研修により職員の資質向上を図り、日常の業務遂行とその評価・改善を通して職員間のアイデアやノウハウを共有化し、組織全体として生産性を向上させることを目指します。
（２） 職員研修の取組み
職員を担当業務に関連して、相模原市主催研修など様々な機会を捉えて研修に参加させます。人材育成方法の基本として各種の研修を計画的に行うことで、個人の技能を高めるだけでなく、組織全体の力（運営能力）を強化します。
（３） 接客スキルの向上
公共の集客施設における接客の技術やマナーを十分に取得させるため、「接遇マニュアル」を通して、全職員への教育・指導を徹底します。

　６　利用者の個人情報の保護と情報公開
（１） 個人情報保護に関する基本的な考え方
高度情報通信社会において個人の尊厳を保つ上で個人情報の保護が極めて重要であることを十分認識し、個人情報の保護に関する諸規定に従うほか、個人情報の本人収集の原則、取扱い制限情報の取扱い等、相模原市個人情報保護条例の趣旨に則り適正に取り扱います。
（２）　情報公開に関する基本的な考え方
相模原市の情報公開制度に準じて規定した本財団の情報公開規程に基づき、財団の保有する情報を積極的に公開します。
（３）　財団の個人情報保護指針
個人情報保護マネジメントシステム（ＪＩＳＱ１５００１）に準じて相模原市産業振興財団個人情報保護指針を定め、個人情報保護規程及び個人情報保護規程取扱要綱を制定しており、その規定に基づいて適正に個人情報を取り扱い、及び管理します。
（４）　個人情報保護のための効果的な体制
個人情報の適正な取扱い及び管理を行うため、「個人情報管理責任者」と「個人情報管理主任」を配置します。
（５）　個人情報記載の文書管理等
産業会館を利用する際は、利用規定に基づき申請書類に個人情報を含む最小限の情報を記入することになります。個人情報の取得に当たっては、その目的を明確にして本人の同意を得ます。また、取得した個人情報の文書の保管・管理については、①施錠保管の徹底、②扱い者の限定、③保管期間の設定と廃棄時のシュレッダー使用を職員全員に周知徹底します。
（６） 情報公開に関する取組
①　情報公開を申し出る方には、所定の申出書を提出していただきます。個人情報など情報公開規程により非公開情報に該当する場合を除き、申出者に対し原則として公開するものとします。
②　情報公開の申し出があった場合には、請求のあった日の翌日から起算して１４日以内に公開決定することを遵守します。





[bookmark: _GoBack]Ⅲ　資料
資料１　産業会館維持・管理に関する予算額・保守等項目一覧表

	契約業者
	内　　　　　　容
	詳　　細

	さがみビルメンテナンス（協）
	管理業務
	空調等設備管理業務
舞台装置管理業務
日常清掃業務
衛生消耗品
	中央監視室‣変電設備保守他　　　
多目的ホール音響等立会い
勤務時間　8：00～17：00

	
	定期清掃
	Ｐタイル・大理石
タイルカーペット
ウイルトンカーペット
フローリング
ガラス清掃
外壁・サッシ清掃
	年４回
年３回
年１回
年４回
年３回
年１回

	
	環境衛生管理
	空気環境測定
鼠・昆虫巡回点検
貯水槽清掃
水質検査
簡易水道検査
雑排水槽清掃
汚水槽清掃
	年６回
年１２回（毎月１回）
年１回（40ｔ・4ｔ）
年２回（全項目・一般項目）
年１回
年２回（汲取・希釈）
年２回（汲取・希釈）

	
	設備機器等
保守点検
	蓄熱槽清掃
自動扉開閉装置保守点検
自家発電設備保守点検
予防保全点検
負荷運転検査
蓄電設備等保守点検
空調設備保守点検
消防用設備保守点検
防火対象物定期点検
	年１回
年ホクヨ製４回・寺岡製２回
年２回
年1回
６年１回(R3年度は該当せず)
年２回（総合・外観、機能
空冷チラー年２回他年１回
年２回
年１回

	
	植栽等
保守管理
	剪定・刈り込み
施肥
除草・下草手入
庭園清掃
	年４回
年２回
年１２回（適時）
年１２回（適時）

	小松ウオール工業㈱東京支店
	電動ウオール及び仕切壁設備保守点検業務
	年１回

	㈱宝月堂
	AV機器設備保守点検業務
	年１回

	相模警備保障㈱
	機械警備業務
	機械警備のみ

	(財)関東電気保安協会相模原事業所
	自家用電気工作物の保安管理業務
	月次年６回
年次年１回（停電）３月

	ＫＹＢステージエンジニアリング㈱
	多目的ホール可動床及び吊物機構保守点検業務
	稼働床・吊物各年４回
操作盤年２回

	丸茂電機㈱
	舞台照明設備保守点検業務
	多目的ホール年１回

	㈱ＪＶＣケンウッド・
公共産業システム
	多目的ホール音響設備保守点検業務
	多目的ホール年２回

	三菱電機
ﾋﾞﾙﾃｸﾉｻｰﾋﾞｽ㈱
横浜支社さがみ支店
	昇降機設備保守点検業務
	年４回点検
毎月遠隔監視点検


	㈱井上農園
	植木賃貸借
	月１回交換、８鉢

	㈱ﾀﾞｽｷﾝﾆｭｰｻｶﾞﾐ
	泥除けマット賃貸借
	２週間毎に交換、４枚

	株）清和サービス
	内外のごみ処理・産業廃棄物処理業務※
	週３回・月１回　回収

	ランチパッドテクノロジー＆パートナー㈱
	ＯＡ研修室研修用機材保守点検業務
	１年間　　(随時)

	㈱ワイイーシーソリューションズ
	施設予約システム運用保守サービス業務
	１年間　 （随時）





資料２　施設利用料金
1 基本利用料金表
※令和3年4月1日現在。令和3年10月1日に特別会議室は料金が改定となる。午後枠（）が改定後金額。
	（単位：円）

	
	   　 　
利用単位　

区　　分
	午　前
	午　後
	夜　間
	全　日

	
	
	 9：00～12：00
	13：00～17：00
	18：00～22：00
	9：00～22：00

	
	多目的
ホール
	平　日
	6,300
	14,100
	11,100
	31,500

	
	
	土･日曜日
休　日
	8,400
	18,900
	14,700
	42,000

	
	展示室
	4,000 
	5,800 
	6,400 
	16,200 

	
	特別会議室(国際商談室)
	4,400 
	6,800　(6,900)       
	6,300 
	17,600 

	
	懇談室
	4,800 
	7,700 
	6,600 
	19,100 

	
	懇談室(中研修室※)
	2,600
	3,900
	4,300
	10,800

	
	大研修室
	5,000 
	7,100 
	8,000 
	20,100 

	
	小研修室
	1,400
	2,100
	2,000
	5,500

	
	ＯＡ研修室
	2,600
	3,600
	4,100
	10,300

	
	多目的室
	3,200
	4,400
	4,700
	12,300

	


　備考
① 平日とは、土曜日、日曜日及び休日（国民の祝日に関する法律(昭和２３年法律第１７８号)に規定する休日をいう。）以外の日をいいます。
② 大研修室を区切って利用した場合の基本利用料金は、当該基本利用料金の２分の１とします。
③ 懇談室を会議や研修で利用する場合は、施設名を「中研修室」と呼称し、区分※（会議・研修利用）の利用料金を適用することができます。
④ 国際商談室を「特別会議室」として呼称します。

２ 加算利用料金（営利目的等による基本利用料金に加算する額）
（1）利用者が、専ら営利を目的とする販売行為等その他これに類する行為のために利用する場合は、基本利用料金に次の表に定める率を乗じて得た額を加算します。
	区　分
	１人当たりの入場料等の最高額

	
	3,000円未満の場合の加算率
（無料の場合を含む）
	3,000円以上の場合の加算率

	多目的ホール
	１５０％

	
	

	特別会議室（国際商談室）
	１２０％
	１５０％

	大研修室
	
	

	小研修室
	
	

	懇談室・中研修室（会議･研修利用）
	
	

	ＯＡ研 修 室
	
	

	多目的室
	
	


（2）利用者が、販売行為等営利目的以外のために利用する場合で、入場料等を徴収するときは、基本利用料金に次の表に定める率を乗じて得た額を加算します。ただし、弁当代や資料代等実費負担金は、入場料等に含まれないものとします。
	１人当たりの入場料等の最高額
	加算率

	１，０００円未満
	５０％

	１，０００円以上３，０００円未満
	１００％

	３，０００円以上
	１５０％



３ 延長等に係る利用料金
利用の承認を受けた時間の延長又は繰上げの承認を得て利用する場合の当該延長又は繰上げに係る利用料金は、１時間につき、当該利用に係る１日の基本利用料金の額（ただし、加算利用料金の加算がある場合には、これを加算した額)に１０パーセントを乗じた額とします。この場合において、延長又は繰上げに係る利用の承認を受けた時間に１時間未満の端数があるときは、これを１時間とみなします。

４ パッケージ料金
施設利用促進に係るパッケージ料金は、各施設・区分の基本利用料金（営利目的等による加算利用料金を含む）に次の表に定める率を乗じて得た額とします。
	区　分
	率

	イベント・コンベンション等で全館利用（ＯＡ研修室を除く）
	８０％

	①音楽発表会等市民の文化活動利用（ホール及び２階・３階同時利用）
②ホール及び他の施設（３施設以上）を同時利用
	９０％



５　定期的利用料金
年間を通じて、定期的に「特別会議室」を利用する場合の利用料金は、「特別会議室」の基本料金に次の表に定める率を乗じて得た額とします。
	特別会議室長期間定期的利用区分
	率

	年間を通じて毎月３回以上・年間利用件数３６回程度利用する場合
	８０％

	年間を通じて毎月２回以上・年間利用件数２４回程度利用する場合
	９０％




６ 附属器具等利用料金表
	附属器具等利用料金
	
	
	
	

	種　　　別
	単　　  　　位
	利 用 料 金

	 照明設備
	 １台又は1式1日
	６，９００円

	 音響設備
	 １式又は１台１日
	１３，５００円

	 映像設備
	 １式１日
	１３，５００円

	 展示設備
	 １式又は１枚１日
	６，９００円

	 持込器具使用電力料
	 持込器具の表示消費電力 １キロワット１日
	７５０円

	備考
① 延長等に係る利用料金については、施設利用料金の延長等に係る利用料金の規定を準用します。
② 持込器具使用電力料の利用料金を算出する基盤となる持込器具の表示消費電力の１キロワット未満の端数は、１キロワットとみなします。

	(1)多目的ホール
	
	
	
	

	分 類
	附属器具等名
	単位
	1回の
利用料金
	設　　　　　備

	照 明
	フォロースポットライト
	1台
	2,300円
	700Ｗ クセノン

	
	前ホリゾントライト
	1式
	750円
	130Ｗ×12灯　1.8ｍ　前ホリゾントライト

	
	アッパーホリゾントライト
	1式
	1,250円
	130Ｗ×12灯　1.8ｍ　アッパーホリゾント
 ライト(赤・青・緑色)

	
	ロアーホリゾントライト
	1式
	1,000円
	130Ｗ×12灯　1.8ｍ　ロアーホリゾントラ
 イト(赤・青・緑色)

	
	スポットライト
	1台
	200円
	500Ｗ　ハロゲン平凸(30台）
500Ｗ　ハロゲンフレネル(20台）
500Ｗ　ハロゲンカッターライト(10台）
500Ｗ　ハロゲンシンプルライト(20台）
500Ｗ　ハロゲンハードエッジライト(8台）

	
	効果器
	1台
	700円
	エフェクトマシン光源部付（2台）
ダブルマシン光源部付（2台）
シンクロ型ストロボ（8台）

	音 響
	放送設備
	1式
	4,500円
	スピーカー

	
	ワイヤレス受信機
	1台
	150円
	発信機含む　ピンマイク2本
　ワイヤレスマイク2本

	映 像
	ビデオプロジェクタ
	1式
	3,400円
	スクリーン及び映像入力機器を含む。

	その他
	持込器具電源
	1Kw
	250円
	持込器具の表示消費電力の1キロワット未満の端数は、１キロワットとみなします。

	






(2)展示室
	
	
	
	
	

	照 明
	スポットライト（20台）
	１台
	50円
	130W　ハロゲンスポットライト

	その他
	展示用パネル（10枚）
	１枚
	230円
	スポットライト2台付

	
	持込器具電源
	1Kw
	250円
	持込器具の表示消費電力の1キロワット未満の端数は、１キロワットとみなします。

	
(3)その他の施設
	
	
	
	
	

	映 像
	ビデオプロジェクタ
	1式
	1,100円
	スクリーンを含む。
	。

	その他
	持込器具電源
	1Kw
	250円
	持込器具の表示消費電力の1キロワット未満の端数は、１キロワットとみなします。

	
備考
①　回数とは利用区分（午前・午後・夜間）の合計回数をいい、全日だと３回となります。
②　ロアーホリゾントライトの使用本数は、利用者と打合せにより決定します。
③　使用電力が１キロワット未満の場合は、１キロワットの使用とみなします。
④　延長等に係る利用料金については、基本利用料金の延長等に係る利用料金の規定を準用します。
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